
子育て環境の充実に関する特別委員会  議事次第  

 

 

令和６年 12月 17日 (火 ) 

午 後 １ 時 3 0 分 ～  

於 ： 第 ２ 委 員 会 室  

 

 

１  開   会  

 

 

２  所管事項の調査  

 

「産前産後ケアの充実による子育てしやすい環境づくりについて」  

参考人：一般社団法人ドゥーラ協会  理事  

             同協会  認定産後ドゥーラ  

梁川  妙子  氏  

 

 

３  閉会中の継続審査及び調査  

 

 

４  今後の委員会運営  

○  管外調査  

   日   程：令和７年１月 29 日（水）～ 30 日（木）  

 

 

５  そ  の  他  

 

 

６  閉   会  



総合政策室企画参事 三 嶋 孝 佳

健康福祉部副部長（子育て・福祉担当）兼
こども・子育て総合支援室長

東 江 赳 欣

こども・子育て総合支援室企画参事 西 田 一 慶

こども・子育て総合支援室参事 河 本 倫 子

家庭・青少年支援課長 能 勢 文 音

（ 計 ５ 名 ）

子育て環境の充実に関する特別委員会　出席要求理事者名簿
（令和６年12月府議会定例会）

【健康福祉部】

【総合政策環境部】



健康福祉部こども・子育て総合支援室

妊産婦への支援について

令和６年12月17日子育て環境の充実に関する特別委員会資料



産前・産後に受けられる支援について

1

◇対象者 産後ケアを必要とするもの（退院直後～産後１年）
◇内 容 心身のケア、授乳指導など育児のサポート
◇方 法 施設での短期宿泊、施設への来所、自宅への訪問
◇実施者 助産師・保健師・看護師など（事業内容に応じて）

◇対象者 身近に相談者がいないなど、支援を受けることが適当と判断される妊産婦
◇内 容 悩み相談対応やサポート、心身の不調に対する相談支援
◇方 法 施設への来所、自宅への訪問
◇実施者 保健師・助産師・看護師、子育て経験者・シニア世代の者など

◇対象者 家事・子育てに不安・負担を抱えた家庭、妊産婦・ヤングケアラーのいる家庭
◇内 容 自宅への訪問
◇方 法 家事支援、子育て等に関する不安などの傾聴、

地域の子育て支援施策などの情報提供
◇実施者 市町村が適当と認める研修を修了した者

（保健師・助産師・看護師、保育士、子育て経験者、ヘルパーなど）

産前・産後の母子とその家庭をサポートする事業として、主なものは以下の３種類
市町村（こども家庭センター）が住民のニーズに応じて実施している。

産後ケア事業（母子保健法） 全ての市町村で実施

産前・産後サポート事業（母子保健法） １６市町村で実施

子育て世帯訪問支援事業（児童福祉法） １３市町村で実施



産後ケアについて

2

②通所型（デイサービス型）・・・ 産後ケアセンター等において、日中、来所した利用者に実施

③居宅訪問型（アウトリーチ型）・・・ 利用者の自宅において、助産師等が訪問し実施

事業目的

○出産後の母子に対して心身のケアや育児のサポート等を行い、産後も安心して子育てができる支援体制を確保するもの。

実施主体等
○市区町村 （本事業の趣旨を理解し、適切な実施ができる団体等に事業の全部又は一部の委託が可能）

事業概要

○ 事業内容
助産師、保健師又は看護師等が、出産後１年以内の女子・乳児への保健指導、授乳指導、療養に伴う世話、
心理的ケアやカウンセリング、育児に関する指導や育児サポート等を実施。

○ 実施方法・実施場所等
①短期入所型（ショートステイ型）・・・ 産後ケアセンター（医療機関や助産所の空きベッド

又は厚生労働省令で定める施設）に数日間入所し、心身のケア等を実施

（個別ケア）

・育児相談

・カウンセリング 等

（集団ケア）

・母親同士の交流

・育児サポート教室 等

・乳房マッサージ

・授乳指導 等

自宅助産師が訪問

医療機関
助産所

厚生労働省令
で定める施設

※①～③のうち一部の実施も可能

＜産後ケアで出来ること（イメージ）＞

出典：（厚生労働省）令和4年5月27日「第1回母子健康手帳、母子保健情報等に関する検討会」資料

http://kids.wanpug.com/illust30.html
http://1.bp.blogspot.com/-wqa7uTnP6v0/VSufO6KauWI/AAAAAAAAs4c/leH-H5gVK7A/s800/job_kaigoshi_woman.png


産前・産後サポート事業について

3出典：（こども家庭庁）令和７年度予算「概算要求」



子育て世帯訪問支援事業について

出典：（こども家庭庁）令和７年度予算「概算要求」 4



京都府における取組について

5

◇産後ケア事業の受け皿整備（R3）
ホテル・旅館を、産後ケア事業の実施場所として活用する取組 ⇒ 12箇所を整備

◇産後ケア従事者資質向上研修（H30～）
京都府助産師会と連携し、産後ケアに従事している保健師・助産師を対象に実施

産後ケア事業

京都府は、人材育成などを行うことで、市町村（こども家庭センター）の取組
を支援している。

◇産前・産後ケア専門員、産前・産後訪問支援員の養成（H26～）

◇産前・産後訪問支援員のフォローアップ研修（R1～）
地域課題に対応した研修を行い、資質向上と、地域でのさらなる活動を促す。

産前・産後サポート事業、子育て世帯訪問支援事業

名 称 養成人数（累計） 役 割

産前・産後
ケア専門員

258人
・市町村の産前・産後サポート事業において、妊産婦の支援ニーズを把握し
個別のケアプランを作成。必要な地域の支援が受けられるよう関係機関へ
つなぐ

産前・産後
訪問支援員

468人
・市町村の事業において、育児支援や家事支援、外出同行支援等を行う。
・妊産婦がかかえる子育ての不安感や負担感を受け止め、市町村の母子保健
担当者等へ報告し、支援方法等の見直しにつなげる。



 

 

（案） 

                         令和６年 月 日 

 

 京都府議会議長 石 田 宗 久 殿 

 

        子育て環境の充実に関する特別委員長 古 林 良 崇

  

         閉会中の継続審査及び調査要求書 

 

 本委員会に付されている事件は、下記の理由により、引き続き審査及び

調査を要するものと認めるから、京都府議会会議規則第75条の規定により

申し出ます。 

 

                記 

 

１ 件  名 

出会い、結婚、妊娠、出産、保育・教育及び就労に至るまでの子育て

環境の充実のための施策（貧困対策、ひとり親家庭対策、ひきこもり対

策、児童虐待対策及びいじめ対策を含む。）について 

 

２ 理  由 

  審査及び調査が結了しないため 

 


